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《ＥＳＳ時代の方々》 

この欄は「立教大学英語会百年史」から転載 

稲田 雅己（昭和 28 年経卒） 

戦後間もない学生の私にはESSが唯―の遊び

場息抜きの場であつた。英語劇、スピー チ、

英詩朗詠 etc.とにかく英語を中心にその回

りを踊り跳ねていた。いつの間にか英語は生

き甲斐……退職後の今また教えたり教わっ

たり、我が青春の ESS は未だ健在である。 

田中 勘―（昭和28年化卒） 

当時は、理学部でESSに所属していた学生は

異色でした。実験室にいるよりは部室にいた

方が長く 部活動が終わってから夜実験に取

りかかるという毎日でした。4大学英語劇、

スピーチコンテスト、英字新聞エコーの発

行、そして土日のアルバイトと忙しい学生生

活でした。100年を迎えるに当たり 先輩後輩

の築いた足跡は大きい。この大切な礎を守リ

ボーダレスの時代にESS卒業生の活躍を祈り

ます。 

足立 猛（昭和30年営卒） 

373番教室? 立教エコーの仲間と毎日通った

池袋西口の喫茶店「ミナミ」、夕鶴で共演した

「おつう」さん、合宿前には女子部員に頼まれ、

参加の許可を得るためにお会いした御両親の

顔々……エトセトラ。英語会での想い出はつ

きない。ビバESS。 

熊谷 ― 昭（昭和30年経卒） 

何気なく入部したESS。途端にはまつてしま

つた4年間。喫茶店「ミナミ」に集合し半日

の語らい。夏の合宿での大さわぎ。4大学対

抗英語劇の裏方。何もかも夢中になった4年

間であつた。英語はうまくならなかつたが、 

エネルギーを爆発させたESSに乾杯! 

手塚 重明（昭和30年経卒） 

復興の槌音高い戦後の混迷期、教室で講義を

聞いている時間よりも薄暗いバラックの一隅

の部室にいる時間の方が長かつた。ドラマ・

立教エコー・スピーチ何でも貪欲に取組める

自由があつた。鋳型に嵌らない人間形成の場

だった。多芸多趣味の友人達よ、ESSよ有難

う。 

富田 宏（昭和30年経卒） 

1分間50ワーズにチャレンジした英文タイプ

の技術が、急速に拡大したワープロ パソコ

ンに生きて、10本指を使い全く拒絶反応はな

い。近年ブームとなっている社交ダンスのフ

ットワークも英語で理解し易く、わが青春の

ESSに改めて感謝したい。 

近藤 義徳（昭和31年経卒） 

懐昔の情が湧くのは年寄の証拠とか。エコー

発行資金調達の為、授業をサポつて心当たり

を訪ねてもなかなか集らなかつたリ、一面の

見出しでメッセージをマッサージと間違った

まま新間が刷り上がって来た時の驚き。とも

あれ今では 学生時代の楽しくもあリ、ホロ

苦い思い出てもある。 

杉山(坂西)田鶴子（昭和32年英卒） 

学生時代の想い出は セピア色に変色した写

真の中で活き活きと飛び出して来そうです。

キャンパスの芝生でのN00N TIMEMEETING、部

室で月1回のHELL WEEK、西武線グループの

HOME MEETING、合宿でのトランプゲームなど

RIKKYO ECHO とわたし 
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など。エコーに属して池袋の街を広告取りに

歩いた事など、今は楽しい想い出になりまし

た。 

堀(遠藤)炒子（昭和32年社卒） 

「ESS」って 何と懐かしい言葉でしょう。

「立教エコー」=青春。私は岡マネージャー

ともっぱら企業訪問して広告を取る仕事をし

ました。英語は一字も書かなかつたけれど 

卒業後広告業界に入ったのです。不思議！ 

鈴木 英二（昭和33年経卒） 

英語の勉強は将来役に立つと考え、誘われる

ままに入部したESS。英会話は素より英語力

は残念ながらたいして進歩しなかつたが、満

喫した部生活を通じて柔軟な発想と心にゆと

りを持つことを学ぶと共に、多くの得難い仲

間に出会えたことが何よりの収穫であつた。 

平川 明雄（昭和33年経卒） 

小生の呼び名は「半ちゃん」。 1年のサマ 

－キヤンプの余興で 「月さま雨が・・・」

と月形半平太をきめこんだことに由来。その

お蔭か、4大学ドラマコンテストに2年間参

加。「修禅寺物語」では野際陽子、東海林範

子さんらと、更に「絵姿女房」での仲間とか

いた汗が青春。 

吉川 和雄（昭和33年経卒） 

何と言つても皆勤した野尻湖。卒業して20年

位たって一度野尻湖へ行きましたが、懐かし

さで胸が熱くなりました。弁天島や当時の野

田屋がそのままありました。 ミーティング

の後、弁天島まで泳いだことが懐かしく思い

出されます。いつかまた行きたいと思ってい

ます。 

皆川 猛（昭和34年英卒） 

「淋しい機関紙の廃刊」ESSの機関紙RIKKYO 

ECHO、タブロイド版のこの新聞は妙にチャー

ミングで感触が良かつた。編集長に河合、デ

スクの荒川ら積極的な面々がおり 小生はマ

ネージャーを務めた。六大学野球や英語劇な

ど華やかな活躍を記事にしたが今は無い。 

淋しい限りだ。 

五十嵐 芳治（昭和34年経卒） 

私はプレスに所属し、「立教エコー」の編集

に参加しました。ボリショイバレー団の記事

を憶い出します。昭和32年に 学内に「東南

アジア友好会」を作り、外部の青年アジア協

会にも参加し、今のアジア研究会の前身で、 

忙しい学生生活を送りました。 

河合 哲夫（昭和34年経卒） 

伝統ある「RIKKYO ECHO」が廃刊になってい

るのは非常に残念である。「ECHO」はESSの

活動をPRするのみでなく 立教大学を世界に

PRする重要な機関紙でした。ESSにプレス部

門を再建し「RIKY0 ECHO」の復刊を是非実現

したい。現役の諸君の奮起をお願いする。 

我々OBも援助に吝かでない。 

住田 阜美（昭和34年経卒） 

「立教エコー」スポーツデスクに所属。長

嶋、 杉浦、本屋敷を擁した黄金時代、神宮

球場中心に取材した。ドラマ、 ディベート

の手伝いもさせて貰った。回りには魅力溢れ

る友人が何人もいた。専ら彼らの真似をして

いるうちにキャンパスライフの4年は瞬く間

に過ぎ去っていった。 

谷川 俊章（昭和34年経卒） 

プレスグループの一員として「ECHO」の発行

に携わった。年に4回発行だから原稿の締切

りまでたっぷりとあり 毎回、洒落た記事を

書きたいと思って何日も苦渋したが、 結

局、締切に追われて適当なものになり、その

上、編集段階でスパッと切り落とされる始末

でした。 
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鈴木(木原)文子（昭和34年英卒） 

友人の誘いで何となくESSに入つたが一緒に

入部した友人達は1年生の終わりに退部。気

がつけば卒業までプレスのメンバーの端くれ

に名を連ね、学生生活をエンジョイし、多く

を学んだ。その時の仲間は一生付き合える私

の大切な財産となっている。 

荒川 正三（昭和34年経卒） 

大学英字新聞連盟の旗揚げダンスパーティ 

ーを大手町産経ホールで主催。会場は超満 

員、むんむんする人いきれの中で、気鋭の 

ジャズマン八城―夫の軽やかなリズムに酔 

つた。相当の水揚げがあつたはずだが は 

て何に使ったのか全ては遠く、あとはお 

ぼろ・・・。 

伊藤(三田)英子（昭和35年英卒） 

まずは先輩方に感謝。 ドラマやプレスでご 

指導いただけた事、クラブの良さを満喫させ

ていただけた事、幸せでした。神宮球場プレ

ス席での、立教野球部黄金時代の観戦や、ス

ター選手達へのインタビューの思い出も、セ

ピア色の写真と共に大切にしています。 

諏訪守(田村)寿代 （昭和35年英卒） 

夏の野尻湖での合宿、4大学英語劇でやった

「絵姿女房」が優勝したときの喜び、プレス

で木崎湖へ行った思い出。今よりのんびりし

た希望のあつた時代で、上級生下級生と和気

あいあいと過ごした日々。一日―日がかけが

えのない青春の思い出となっています。 

筒井 俊忠 （昭和35年英卒） 

2年生早々取材活動が始まり、自信の記事原

稿を提出すると、デスクの(故)藤田直さんか

ら「君のはまずい英作文ネ。今後は英借文に

努力！」とぶ厚い新聞作りの洋書を渡され

た。強い野球部、卒論、海外勤務9年、現在 

みんなエコーの腕章と英借文のお陰です。 

中川(金子)悠紀子 （昭和35年英卒） 

ESSと言いますと、懐かしく楽しく有意義だ

ったの言葉につきます。37年のアメリカ生活

の中でも、ESSが土台になって、其の上に英

語の力を積み重ねた事は確かです。100年祭

にあたり、ESSが益々大きく発展する事を願

っています。 

勝見 文彦（昭和35年経卒） 

「石焼き～いも～」を頬ばりつつ、 皆で発 

行した「立教エコー」。刷り上がりのイン 

クの香りが苦労を全て忘れさせてくれた。 

時々英字新間を手にすると、アドバイスを 

受けた教授陣、先輩、同僚そして後輩の一 

挙手―投足を想い出す。 

志田 武敏（昭和35年経卒） 

ESSでは「立教エコー」の発行に微力ながら

携わりました。社会に出てすでに37年有余 

「英語」はものになりませんでしたが、今で

も多少のこだわりは有り、今も時々テレビの

衛星放送で、CNNやBBC等の番組を楽しんでお

ります。「ぼけ防止にも多少役に立つので

は、と願いながら……。」 

清水 繁夫 （昭和35年経卒） 

ここしばらく('97年秋)日本経済新間の日曜

朝刊に、アメリカ文学の名翻訳家でもある作

家の常盤新平氏が、自分の青春時代について

想い出を連載している。これを読むと我々の

時代のアメリカに対する憧れを思い出し、共

感胸打つものがある。ESSのメンバーも皆そ

んな雰囲気で集まっていたと記憶する。 
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《英字新聞学会立教エコー時代》 

中新井大二郎（昭和 35 年経卒） 

S33 年度コミッティでビジネスマネージャ

ーをしていました。新聞発行の費用の捻出に

苦労しました。打開策として学校に買上げて

もらえないかという案が出て、どうやってお

願いしようかと作戦を練りました。文学部の 4

年に秦経理部長のお嬢さんが在学しているこ

とがわかり、面談のアポをお嬢さんからお願

いして頂くことにしました。同期の筒井君だ

ったか先輩の皆川猛さん(S34 文卒)だったか、

文学部の連中がアタックすることになり、首

尾よく経理部長との面談が実現しました。折

衝の結果、全国の高等学校に RIKKYO ECHO

を発送するため、学校が 2000 部以上を買上げ

ていただけることになりました。 

SENA(Students English Newspaper 

Association)の立ち上げも想い出のひとつで

す。荒川正三さん（S34 経済卒）を中心に関

東の各大学に働きかけて学生英字新聞連盟を

立ち上げました。初めは早稲田、慶応、青山

学院、立教の４校でスタートし荒川さんが会

長に就任しました。その後、明治、中央、上

智、日本女子大等が加盟しました。当初、東

京六大学での結成を目指していたので、東大

にも声をかけたのですがナシのつぶてでし

た。荒川さんはその後、学内でＥＳＳの会長

に選出されたため身を引くことになりまし

た。 

ヘーレーさんとの想い出はエコーのメンバ

ーがボーイに駆り出されたことです。ヘーレ

ーさんは休日に自宅にゲストを招いてパーテ

ィーを開くことがたびたびありました。そん

な時、料理はメイドさんがつくるのですが、サ

ーブするボーイさんがいないので我々が徴用

されました。欧米の習慣に触れる機会でもあ

り、苦しくもあり楽しいひと時でした。 

当時、総長は松下正寿先生でしたが米国聖

公会が日本の原子力平和利用の研究を支援す

る目的で基金を集め、立教大学に原子炉を寄

贈する話がもちあがりました。立教大学には

原子力に精通した教授陣が多く、取材のため

中川理学部長、田島教授、服部助教授などの先

生方にお話を伺った記憶があります。当初、原

子炉が紳学院跡グランドに設置されるという

話も飛び交いましたが、実態はもっと広大な

土地が必要ということで、横須賀の武山に設

置されました。紳学院グランドに原子炉が建

設されていたらどんなことになっていただろ

うと思うと少しぞっとする話です。 

桑原 徹（昭和 36 年営卒） 

 就職試験の時、英訳の問題があったのです

が、それがたまたま Japan Times の社説がま

るまる出題されていました。驚いたことにエ

コーの仲間と和訳検討で勉強したものでした。

多分、満点の回答だったと思いますが、お陰様

で合格できました。私の社会人としてのスタ

ートはそんなわけで、運命を決めたのは立教

エコーでした。 

木原 祐輔（昭和 37 年物卒） 

入学が昭和３３年で、あの長島茂雄選手と

入れ替わりでした。そんな事もありエコーで

は｢スポーツデスク｣を選択しました。担当の

筒井忠俊先輩の指導で、六大学野球の応援に

行くようになり、以後２年間はほとんどの試

合を応援にゆきました。なにしろ強かったの

で楽しい思い出です。２年になると、応援席の

前の方の席を頂けたので、写真も撮りました

が紙面に採用されたのは、１枚だけと記憶し

ています。 

 入部当時に、理学部の学生はすぐ止めてし

まう人が多いと言われましたが、高校の先輩

の阪本明夫さんと親しくなり、４年間在部す

ることができました。３年で｢ニュース｣を担

当しましたが、安保関連の記事を載せた時に
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は、ヘーレー先生のお宅に呼ばれ、激しく怒ら

れたのを思い出します。 

 クラブの皆様が好人物で、楽しい活動がで

き、感謝しております。 

大塚 尚夫（昭和37年営卒） 

RIKKYO ECHO 紙が発刊されて１００年

目と聞きました。卒業以来忘れていた英字新

聞を作るという一連の作業が思い浮かんでき

て懐かしく感じます。そういえば、入部したの

は 1959 年の秋頃 ESS から分離したときだっ

たな、記事を書くより写真ばかり撮っていた

な、とか。Business Manager として広告を取

ることに苦労したこと、新聞社に印刷を頼む

ときに英文の活字を作る作業を見せて貰って

びっくりしたことなどなどが思い出されてき

ました。仲間内でも、あまり大きな所帯ではな

かったせいか、先輩、後輩とも和気藹々として、

私などは大人の世界に入れて貰ったような気

持ちにさせられ、社会人になった時に、学生時

代に良い経験をしたものだと感慨深い思いが

したものです。残念ながら、現在は新聞を作る

時代は過ぎ去ってしまったようですね。本と

か新聞は「紙に限る」というのは古いのでしょ

うか。 

鹿内 勇（昭和 37 年経卒） 

私が立教大学に入学した年は今から五十数

年前の昭和 33 年 4 月、1958 年でした。当時

は東京オリンピックを背景としてスポーツ諸

施設建設、高速道路建設、新幹線着工、自動車

ブーム到来始動、テレビ、冷蔵庫、洗濯機時代

始動等、経済活動が躍動し始め、世の中は活気

づいてきた頃でした。 

卒業年度は昭和 37 年 3 月で就職も割と楽

に進めることが出来ました。その二年後の昭

和39年10月に東京オリンピックが開催され、

忘れもしない私事ですが、私の結婚式がその

真っ最中の昭和 39 年 10 月 18 日でありまし

た。今、当時を振返ってみてもあまりにも年月

が過ぎ去っており、想い出すことは殆ど断片

的で難しい限りです。 

大学時代の四年間の中で、僅か記憶にある

事は「クラブ活動」「ゼミナール」「六大学野球

応援」「安保改定阻止国会議事堂前への学生デ

モ参加」それから授業の合間の「マージャンゲ

ーム」夏休み等の「アルバイト」程度です。 

当時のエピソードというか話題は長嶋選手

が巨人に入って活躍し始めたこと、例の安保

デモで樺美智子さんが死去したこと、当時の

皇太子、美智子さんご成婚（今の天皇陛下）パ

レードをアルバイト先のデパートのテレビで

拝見したことを想い出します。 

その中のひとつである「クラブ活動」につい

て想い出す範囲で触れてみたいと思います。

クラブ名は「立教エコー」という英字新聞を作

成・発行する活動を行うクラブです。 

入学当初、校内キャンパスを歩いている時

クラブへの入会勧誘があり、私も語学が好き

で、向学心に燃えていたせいもあり、入部を決

めたのを覚えています。 

大学内の問題、学生達の関心事、学内スポー

ツクラブの活動状況、時には社会の出来事、若

者の関心事等、学内外の響き（ECHO）を取上

げ、記述、作成したと思います。年に四、五回

程度の発行でした。 

各部員は２０人強居たと思いますが、各自

の好き好きで、ニュース部門、スポーツ部門、

アート部門、論説部門等いずれかの部門に所

属して活動していたと思います。 

私は何故か解りませんがアート部門だった

と思います。具体的には部門ごとに協議しテ

ーマを決めた後、原稿を起案作成し、作成後は

クラブ顧問の教授による点検、指導を受け、ゲ

ラ刷りのため、新橋近辺にあった印刷屋に持

参します。ゲラ刷りが出来上がったら持ち帰

りその校正を行います。 

校正が終了したら、次に新聞紙面を想定し

て記事の割り付けを行って、その後、再度印刷
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屋へ依頼し、出来上がったら完成となります。

ワイワイ、ガヤガヤの連続でやっと出来上が

った時には全員で喜び合ったものです。とに

かく、どこまで、心行くまで出来上がったかは

疑問です。中味は程々でとにかく発行するこ

とが目的のような感じでした。 

クラブ活動の中で、一番楽しかったことは

夏休みシーズンに長野の木崎湖に夏季合宿キ

ャンプに行ったことでした。昼間のミーティ

ング勉強会もそれなりに有意義で素晴らしい

ものでしたが、何といっても夜のキャンプフ

ァイアーを囲みみんなで歌を歌ったことです。 

晴れ上がり澄み切った夜空の星も都会の空

と違い、大変きれいで素晴らしいキャンプと

なりました。 

今、振返ってみれば、楽しかった想い出はそ

れなりに多々ありましたが、最も記憶にとど

まって、楽しかったのはこのキャンプではな

かろうかと思います。 

語学力もその頃が一番良かったような気が

します。 

相沢（西村）斐佐代 （昭和37年英卒） 

アートデスク所属でしたがスポーツデスク

の人にくっついて神宮の報道席で六大学野球

の取材（？）をしました。でも、私の友達が

応援団にいて繋ぎ役として貢献しました。タ

イプライターを使っていたので、今でもパソ

コンの入力に楽をしています。 

藤本 達 （昭和38年経卒） 

今振り返れば、1960 年の初頭は米ソ冷戦構

造、また、国内的には日米安保改定反対運動

という緊迫した政治情勢に衆目の関心が高揚

した時代であった。折しも、1961 年の春から

3 年生としての実質的な活動が始まり、私の

初仕事は論説を書くことであった。それは 5

月発行のもので、その内容を簡単に言えば、

米ソの宇宙開発競争をテーマに米ソ双方に対

して平和利用を提唱するものであった。 

こうした論評が許されたのも指導顧問の先

生方の理解と協力の賜物だと感謝している。

特に、筧先生には大変お世話になった。ある

時、先生が退任されるという情報があり、先

生に慰留を試みたが断固として聞き入れて頂

くことは無かった。後日、時期は覚えていな

いが、岡田君と南房総の安房小湊の先生のご

自宅を訪問し、最後のお願いをした。残念な

がら、予想されたとおり、先生の意志が変わ

ることは無かった。当時の房総線は両国が始

発駅で現地まで片道２時間以上要したと記憶

している。あの時の苦い思い出も今では懐か

しい青春の一ページとして私の心の片隅に残

っている。 

山村（大城）修 （昭和 38 年物卒） 

入学してどのクラブに所属しようか迷って

いた頃、当時 ECHO の編集長だった赤川先輩

に誘われ、同期・同級の多田さんと入部した

ことを思いだします。ニュースデスクに所属

し、同じく物理学科の木原先輩にご指導を頂

きました。60 年安保の余波で大学紛争も激し

かった頃、そんな状況を若干自分なりに纏め

英作文に四苦八苦し、理学部のレーマン先生

に助けて頂いた懐かしい想い出があります。 

本稿の執筆を機に、ECHO の復刻版にご苦

労された同期の岡田さんに教わり立大図書館

の digital library に所蔵されている、当時担当

の Vol.15No.5 等に巡りあい、偶然松下総長以

下所属する理学部の豊田・道家・村地教授等

が平和な軍縮を祈念していた記事や写真を眼

にし、懐かしくその後の進路に大きく影響し

たかと実感しました。 

この時、英文記事を通し事象を伝える難し

さを痛感しました。デスクを担当してから

も、後輩の方々と一緒に紙面構成の討議、英

文科の川口教授に添削のご指導頂いたのが貴

重な経験でした。新橋の聯合プレスに持ち込

んだ完成原稿がゲラのタブロイド版で出現し
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た時のワクワク感は忘れられません。夢中に

なり、締め切り時間を気にしながら校正に皆

で手分けして当たり、大いに連帯感を共有し

たものでした。この同期・先輩・後輩諸氏等

ECHO クルーとの出会いは、その後の社会生

活にも大いに役立ちました。 

立教を卒業し早や半世紀を過ぎ、世の中の

動きも当時とは全く異なる展開の今日この頃

ですが、立教 ECHO の果たした役割は極めて

重要だと思います。青春の真只中、寸暇を惜

しんで慣れない英文で、意志を伝えるあのエ

ネルギーは貴重な体験でした。残念ながら、

諸事情から廃刊は止むを得ない選択でした

が、少なくとも 70 数余年に亘り英字新聞を

発刊し続けた背景に多くの若者の貴重な意志

のこもった集約結果が海外を含めた世の中に

発信できたことに繋がり何にも替えがたい成

果と考えます。 

多田 靖幸 （昭和 38 年物卒） 

RIKKYO ECHO と言えば、アンティークな

機械式のタイプライターのことが思い浮かぶ。 

多分、教授のどなたかが寄贈してくれたもの

であろう、部室に置いてあった。入学したばか

りの私にとって文字を書くツールはペンか筆

であり、キーを押下して文書を書くなど経験

したことが無かった。部室で直接タイプライ

ターを手で触り、キーを押した時の新鮮な感

覚が今でも甦ってくる。印字する紙をセット

するローラー、梃子の原理で動くアーム、黒と

赤のインクリボン、印字が右側に近づいた時

に鳴るチーンという音、大文字と小文字を切

り換えるシフトキー等々、どこを見ても実に

よくできていると感心したものだ。ただ、使い

こなすには相当のトレーニングが必要で、な

かなか思うように利用できなかった。 

卒業したのちに私はコンピュータの仕事に

つくことになる。コンピュータでのタイプラ

イターは、アームなどはついていないキーボ

ードとして電子式に作り変えられ、データを

入力するためのマシンと人間の間のユーザイ

ンターフェースを実現する装置として主要な

位置を占めている。キーボードからのデータ

を入力するためのソフトウェアを開発したこ

ともあるし、もっと大きな情報システムとし

て銀行におけるデータエントリシステムの開

発も経験した。元来キーを用いる入力方式は、

アルファベットを使う英語という言語に最適

化されたものだろうが、現在ではＩＴ機器に

おける日本語入力にも当たり前のように使用

されている。情報を伝える文章を手で書くよ

り早く作成できコンピュータで処理できるの

で、まさにスピードが要求される時代にマッ

チしたツールである。 

さらに、最近利用者数が膨大になったスマ

ホなどの携帯端末のユーザインターフェース

では、入力が指によるタッチ式となり、何かを

選択する場合などの簡単な操作には文字で指

定するのではなく、言語の壁を取り除いてわ

かりやすくしたアイコンという絵柄が使われ

るようになっている。このような、様々なユー

ザインターフェースに関する技術に興味を持

つ自分の中には、その原点とも言うべきタイ

プライターがずっと生き続けているように思

（卒業を前に S38 年組の面々） 
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う。 

そのきっかけを与えてくれたのが

RIKKYO ECHO にあったタイプライターで

あり、感慨深いものがある。 

加藤 鉦三（昭和 38 年経卒） 

当時、都内で英字新聞を発行していた学校

は早稲田大学（Waseda Guardian)、慶応義塾

大学（Mita Campus)、青山学院大学(Aoyama 

Trojan)、上智大学(Sophia)、明治大学

(Meiji Bulletin)、日本女子大学（？）、立

教大学（Rikkyo Echo)の 7 校（？）で定期的

に情報交換をしていました。その後、どうな

ったか分かりませんが、一年間 SENA Officer

として活動しました。 

岡田 倫政（昭和 38 年経卒） 

立教エコー、それは学生生活における現住

所でした。山小屋の部室は居間のような場

所、家族がそろう場所でした。私は高校の時

に新聞作りを経験していましたので、立教エ

コーに飛び込みました。エディターの赤川さ

んとは新聞記事の構成、少ないスペースでの

伝えたい内容の優先順位は何か、読者に訴え

たい力点は何かなど、新聞記事のあるべき姿

を話し合い教えて頂きました。 

大学生は半分子供で半分大人というところ

がありますが、エコーは社会との接点の多

い、大学生なりの社会体験ができる場でもあ

りました。広告収入に頼る財源の確保は小さ

な経済活動であり、稼げばみんなで吉田屋の

トンカツを食べられる成果も享受することが

できました。今考えてもこんなに居心地のよ

い場所はないと思っています。 

小池 栄樹（昭和 39 年経卒） 

安保闘争の前だったので学内は概ね平穏で

した。一部の学生は政治運動もしていました

が、エコーはノンポリ系がほとんどでした。 

何よりも学内の生徒に読んでもらえるよう

な紙面を作るようにしました。その一環とし

て１面に大きな写真を掲載して、目をひくよ

うに工夫しました。エディトリアル担当だっ

たのでテーマ選びに苦労し、内容についても

ヘーレーさんと議論したことを覚えています。 

好きだった英語とジャーナリズムの両方を

勉強できたのは大収穫でした。英語を書く技

術は、その後の仕事に不可欠となり、就職して

５０代になっても映画の字幕や吹き替えの夜

学に通い、それがいまでも大いに役立ってい

ます。エコーのおかげです。 

広告とりには立教の先輩を訪ねて会社廻り

をしたものです。あまり嫌な顔をせずに協力

をいただいた記憶があります。いい社会勉強

でした。 

金沢 紘征（昭和 39 年経卒） 

立教エコー本紙には、外人の先生たちに一

杯直してもらった文章が何回か載った程度の

働きでしたが、３年生の時に「SENA」

(Student English Newspaper Association）

の担当になりました。 

立教、早稲田、明治、中央、日本女子大、上

智、の各大学の英字新聞部から担当者が集ま

りスタートしました。親睦だけでなく英字新

聞を発行して海外の大学に送ろうという話に

なっていきました。各大学とも真剣で熱気が

ありました。 

ミーティング会場は上智の担当が日本山岳

会のツテで、幡ヶ谷にセットしてくれたお陰

で毎週集まることが出来ました。どんな内容

を編集するか議論が延々と続きましたが、学

生の目で「日本」を正しく外国に紹介するには

どうしたらよいかを焦点にしようと考えまし

た。例えば２年後に迫った「東京オリンピッ

ク」、唯一の被爆国である日本からの「原水爆

禁止」の提案、「日本の伝統と文化」等々、そ

して発行部数も問題でした。ただ、発行するた

めの資金が大問題でした。私がマネージャー
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役にさせられました。２年生の担当者が多い

中で私が３年生だったことも影響したのかも

しれません。 

私は東証の一部上場企業のリストをもとに、

各大学に業種別割り当表をつくり広告を取っ

てきて欲しいと要請を出しました。今考えれ

ばとんでもない話でしたが、皆頑張ってくれ

ました。 それに各大学の OB が役員をしてい

るリストも出してもらいアタックしました。 

苦戦を強いられた企業の場合、日本女子大の

担当者に同行を依頼すると取れた例も何軒か

ありました。資金が出来て、いよいよ紙面づく

りに入ることになりました。原水爆禁止は早

稲田、東京オリンピックは立教、というように

担当も決まっていきました。 

ジャパンタイムスの岡田さんにも随分お世

話になりました。岡田さんは青学大の OB でし

たので「青学は入っていないのか？」と何回か

言われました。年末の入稿でしたので出来上

がりはクリスマスでしたが、各校大変に感激

しました。関西の大学にも SENA を拡大しよう

と早稲田の中田さんと一緒に出張したりもし

ましたがタイミングが合いませんでした。 

今考えると、当時の企業各社の学生に対す

る姿勢はとても紳士的だったと思いますし、

得難い経験をさせていただきました。 

興津 修司（昭和 39 年経卒） 

スポーツデスクで取材記事を書いたりした

が、合評会でデータ先生から、見出しの意味が

わからないと指摘されて、ない自信をますま

す失くした。それにしても、地方出のぼくにと

って、丸山正次くんや諸先輩・後輩とのふれあ

い、学びの場であった山小屋は、まさにオアシ

スでもあった。ふと、本稿をつくりながら想う、

ぼくはいまだに漂泊してるんじゃないか、と。 

小平 郁雄（昭和 39 年経卒） 

１～２年の時は、ニュースデスクで、木原、

山村（大城）さんの指導を受けましたが、３年

にマネージャー役となり、広告取り等で謂わ

ば経営部門の担当でした。当時は学校買い上

げもあり、年６回発行でしたので、年間予算５

０万円位でした。 ラーメン１杯５０円時代

でしたから、その後の緊縮予算でのアルバイ

ト時代から見ると、夢のような時代だったと

思います。 

エコーでの英語と新聞の学習で、会社時代は

海外勤務に役立ち、今は町内会の広報担当と

して、毎月１回新聞を発行しており、５Ｗ１Ｈ

の活用をしています。 

古谷（中村）芙佐子（昭和 39 年英卒） 

先輩の皆さんが優しく、素晴らしい方々で

した。甲斐先輩に大野さん（死去）と一緒に何

回も神宮球場に連れて行って頂き、野球部の

応援をしたのが思いだされます。外人顧問の

ヘーレー先生のレッスンをお昼休みに先生の

お宅で受けましたし、山小屋は楽しい集合場

所でした。 

斉藤 亨（昭和 40 年経卒） 

＜トピックス＞ 

1963 年初頭の米政府による原子力潜水艦の寄

港要請によって始まった反対気運の盛り上が

り。しかし結果は翌 1964 年に原潜の入港を認

めたことにより、同年 11 月には「シ―ドラゴ

ン」が佐世保に、1966 年には「スヌーク」が

横須賀に寄港することになりました。 

(昭和 38 年春の懇親旅行〈小田原城〉） 
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＜顧問の先生の想い出＞ 

卒業数年後に、仕事上の御縁でヘーレー先生

をお尋ねする機会がありました。実は外国人、

特に伝説の人と云われる先生と話をするのは

この時が初めてでした。以後30数年を「国際」

とか「外国」とかの名がつく部門で過ごしまし

たが、エコーにいたお陰で、特に英語アレルギ

ーに悩むこともなく過ごすことができたと思

っています。 

＜その他のエピソード＞ 

幽霊部員のようなもので活動は不十分でした

が、ある時「ＯＢ訪問」の記事取材で赤坂プリ

ンスホテルを訪ねたことがありました。しか

も美しい、同学年のＡさんと・・・ 

５０年も前のことで、記憶も少し怪しくなっ

ていますが、その際、確か同ホテルの支配人を

はじめとする幹部の諸先輩から、「今度は、お

二人で式場の方にいらっしゃい」といわれま

した。「・・・‘そんな筈ないだろう’って？・・・、

いや絶対間違いない記憶です。Ａさん本当だ

よね！」お世辞とは思って見てもうれしかっ

たなあ！あの頃は若かった。 

瀬越（清水）綾子（昭和 40 年英卒） 

＜記憶に残る取材相手＞ 

私はアートデスクに所属しておりました。３

年生の時、世の中で活躍している立大生（在

学生・卒業生）にインタビューして記事にす

るという企画が決まり、私たちは「なかにし

礼さん」を虎ノ門のイイノホールに訪ねまし

た。彼は当時もうすでにシャンソン歌手の深

緑夏代さんの歌を訳詞していて、深緑さんの

舞台の作り手のお一人でした。なかにしさん

は私の１・２年の時のクラスメートで、図書

館わきの１７号館２階の固定教室でともに勉

強した仲間です。その後３年生に時、仏文科

ができ、そちらへ移って行かれました。その

後の活躍はご存じの通りです。その他にも卒

業生の野際陽子さんをＴＢＳにお訪ねして取

材させていただきました。私は父のカメラを

借りて、野際さんが話されているお姿を写し

たことが思い出されます。 

＜顧問の先生の想い出＞ 

ミセスヘーレイは私のクラスの英語の先生で

もありましたが、厳しい方でエコーの皆様が

たとキャンパス内のお宅に伺った時もとても

緊張しました。 

＜その他の想い出＞ 

私はマネージ部門でサブマネージャーもやら

せていただきましたが、広告取りはやはり大

変な仕事でした。ある時初めての会社（印刷

会社さんでした）に勇気を出して行き、お願

いしたところ、その場で5,000円の広告をい

ただき本当にうれしかったことを憶えており

ます。 

奥村 紘士（昭和40年社卒） 

部活動は２年生秋ごろまでの参加でした。

所属デスク○○○と記せないのは残念です。

しかし、この時期に出会えた皆様との交流は

立教大学での学生生活を“色があり、味わい

深い、今に至るもその時代に彩りを添えてく

れる大切な意義のある出会いと交流でし

た。”感謝しております。 

河野 博光（昭和40年経卒） 

＜トピックス＞ 

我々の年代の一番のトピックスは何と言って

もヘーレーさん事件です。1963年の第３号に

載った「原子力潜水艦の日本寄港」に関する

記事に対してヘーレーさんが難癖をつけたの

です。我々としては、この問題に関しての記

事はあくまでも公平性を保ちつつ、賛否両論

を載せたつもりだったのだが、へーレーさん

は「赤の手先」だとか「反米主義を扇動する

記事」等と言って、記事を削除しなければ、

買い取りを拒否するとまで言ってきました。

我々としては全くのいいがかりとしか思えま
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せんでしたが、財源の重要な部分を占めるヘ

ーレーさんの買い取りを中止してまでも、あ

くまでエコー部員の努力の結晶である記事を

載せるべきか否かで、部長の小川先生や記事

を書いてくれた理学部の小川教授、さらには

総長の意見まで聴いて、結局そのまま記事を

載せることにして発行しました。 

するとあれほどすごい剣幕だったヘーレー

さんのほうが困ったと見えて、結局、買い上

げに同意してくれましたが、さすがに３面だ

けは気に障るらしく、約1,500部は３面を切

り取って発送したということです。我々とし

ては３面はむしろアメリカの人たちに読んで

もらいたかったのに残念に思ったことを記憶

しています。結局この事件は買い上げという

形で元に戻りましたが、外部の意見ではエコ

ーの記事は変えられないこと、記事の公正さ

と新聞づくりに従事するものの自主性という

点について改めて考えさせてくれた出来事で

した。 

＜その他の想い出＞ 

立教祭の行事として、講演会を企画しまし

た。当時朝日新聞の論説委員で５年間モスク

ワ支局長を勤めておられた秦正流氏に「変わ

りゆくソビエト、その社会と人間」と題して

講演していただきました。心配された聴衆の

ほうもスタッフの呼び込み戦術の甲斐があっ

て百人以上の人たちが聴いてくれました。当

初２時間の予定が学生の熱心な質問もあって

３０分もオーバーしたくらいでした。このエ

コー初めての試みは一応の成功を収めまし

た。ただ、エコー部員は全員聴いてもらいた

かったのに、欠席した人がいたのが残念だっ

たと記憶しています。 

河原 肇（昭和 40 年経卒） 

立教エコーは私の大学生活の記憶の大部分

を占めていますし、貴重な経験ができた場所

でした。偉大な先輩方、個性あふれる同輩の

人たち、本当に楽しい時間が過ごせました。

新聞発行の時は、学校に来ていても、１週間

まるまる授業には出ず、エコーの部室にいる

か、印刷所通いしていた時期もありました。

その印刷所「聯合プレス」での想い出はなん

といっても我々が書いた記事が大ゲラになっ

て、手回しの印刷機から初めて上がってきた

時の感動です。我々にとっては１個の芸術品

を手にとって見るような感覚でした。ですか

ら、私は「聯合プレス」に詰めて、何度も大

ゲラ校正をやるのが大好きでした。 

エコー時代の想い出は新聞製作だけではな

く、部員の皆様との交流、合宿、飲み会（コ

ンパ）などで騒いだことです。その中で印象

に残ったのが、いわゆる宴会芸で、先輩から

の伝承芸としては、「バナナの叩き売り」（昭

和 41 年卒池田正樹さん詳述）が有名です

が、我々の同期では、小永光隆一さんが得意

としていた落語家柳亭痴楽の「山手線巡り」

（正しくは「恋の山手線」というらしい）が

人気でした。小永光さんは現在病気療養中で

すので、私が代わりにその全口上を下記に記

したいと思います。現在その内容はネット上

でも見ることが出来ます。ちょっと違うとこ

ろがありますが、ここでは「小永光版」で行

きたいと思います。 

痴楽綴方狂室より「山手線巡り」 

 上野をあとに池袋、走る電車は内回り、私

の頭は外回り、彼女は奇麗なうぐいす芸者

（鴬谷）にっぽり（日暮里）笑ったそのえく

ぼ、いと彼女のためならば、田畑（田端）を

売ってもいとやせぬ。心のうちこまごめ（駒

込）と愛のすがも（巣鴨）へ伝えたい。おお

つか（大塚）なビックリ、彼女のもとへ行け

ぶくろ（池袋）、行けば親父（男）がめじろ

（目白）押し。高田のばばあ（高田馬場）や

新大久保のじいさんの意見もしんじゅく（新

宿）聞いてはいられません。夜々（代々木）
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になったら家を出て、腹じゅく（原宿）減っ

たら、渋や（渋谷）顔。彼女に会えばエビス

（恵比寿）顔。親父の目黒い（目黒）うちは

私もいささか豪胆だ（五反田）、おお先（大

崎）真っ暗恋の鳥。彼女へのプレゼントどん

な品がわ（品川）良いのやら、魂ちい（田

町）も踊るよな、色よい返事をはま待つちょ

う（浜松町）、そのことばかりが心ばし（新

橋）で、誰に悩みを言うらくちょう（有楽

町）、そんな私は素っ頓狂（東京）。何だかん

だ（神田）の行き違い、彼女はとうに飽きは

ばら（秋葉原）、ホントにおかち（御徒町）

な話です。やまて（山手）は消えゆく恋でし

た。 

お後がよろしいようで。 

小貫（中村）淑子（昭和 40 年英卒） 

立教エコーの活動にはあまり積極的には

かかわっていなかったので、想い出があまり

ありませんが、記憶に残る取材相手として、

野際陽子さんとなかにし礼さんが印象に残っ

ています。野際さんには活躍されていたＴＢ

Ｓでインタビューしました。理知的で美し

く、きびきびした態度に圧倒されました。な

かにしさんは当時学生でありながら、深緑夏

代さんのシャンソンの歌詞を翻訳したり、

「小粒のじゃがいも」というバーで働いてい

て同学年（年上でしたが）とは思えない大人

の世界にいる人でした。 

油井（鈴木）芙美子（昭和 40 年英卒） 

エコーに在籍していながら、クリスチャン

になり、大学の聖書研究会(Rikkyo Gospel 

League 立教大学福音キリスト者聖研会)の活

動に加わっておりました。在学中の不忠実な

部員であったことに加え、卒業後２年の教員

生活後米国大学院に留学しました。米国滞在

中に結婚し、６年後帰国いたしました。この

ような状況のため、エコーでの良き想い出は

一つ一つ詳しく記憶に残っているというより

全体としてエコーの居心地の良い楽しい部と

しての記憶の方が強いと思います。 

市川 均（昭和 41 年経卒） 

立教エコーに入った動機は、何だったんだ

ろうか。今では自分でもはっきり分からない

が、今でも編集の仕事をしており、私は編集と

いうことが好きなようだし、「英語」を通して

何か異文化に興味があったのではと思ってい

る。入学式の時に配られたエコーのビラを読

んで、山小屋の部室に向かったのだ。 

 そして昼休みには部室に通うようになり、1

年生の時モニターから、新聞記事の書き方を

教わったこと。このことが今の編集の仕事で

も役に立っている。 

エコーの腕章で神宮球場に入ると、一番前

の席で観戦ができたこと。ジャパンタイム

ス 、レンゴープレスへ通ったことなどが思

い出される。 

1 年生の合宿は、志賀高原の石の湯ロッジで

行われた。私にとって志賀高原は、この時初め

てで、今では、長野電鉄長野線と名称の変わっ

た列車に乗り、湯田中へ。そこから川沿いをバ

スで宿舎の石の湯ロッジへむかった。合宿で

は討論、スタンツなど色々思い出があるが、ロ

ッジからいったん下って、小川を渡り、崖のよ

うなところを登り切るとそこはふわふわの絨

毯を敷き詰の詰めたたようなような草原にな

っており、そこでソフトボールをやったこと。

そのふわふわの絨毯を敷き詰めたような草原

の感触が、何か別世界のような記憶が残って

いる。それと志賀高原の池巡り。丸池、木戸池、

蓮池などを巡り、スキー場のジャイアントリ

フトで降りた思い出は、都会の喧騒しか知ら

なかった私にとってカルチャーショックだっ

た。 

 ２年生の時は裏磐梯。アートデスクは福島

県の石川町で山村調査を行い、その後、裏磐へ。

裏磐梯のハイキングでは、さまざまに変化す
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る五色沼が綺麗だった。 

私たちが３年生の時は長野県青木湖へ。こ

こは学生村ともよばれ、学生が合宿や勉強に

利用している村と聞いていたが、食事の寂し

かったこと。初めて出された食事は、どんぶり

の上にはエビ天が一匹のみのっていた記憶が

ある。八方尾根の第一ケルンまでのハイキン

グ 改憲問題・リップマンの論文討論。ボート

レース中に大雨が降って、一時ボートのゆく

えが分からなくなった。 

３年生になって私たちが、コミッティとな

った、その時の新聞発行時の状況を列記して

みる。 

コミッティを開こうと思っても人が集まら

ず、何度も裏の雀荘に呼びに行ったこと。 

先輩が、ケネディ大統領が暗殺されたこと

に関する記事を、Editorial に掲載。この号を

ケネディ夫人宛に送付したところ、２度にわ

たって手紙をもらったこと。一度目は礼状、２

度目は、ケネデイライブラリーに永久保存す

るという案内であった。 

英字新聞はなかなか読まれない、少しでも

興味の引く記事を、そして守備範囲を学内に

とどめず、広く世界へ、との思いから 

Personal Interview の企画を考え、有名人に

インタビューを試みたこと。坂本九 加山雄

三などとのインタビュー記事が出来上がった。 

「米原子力潜水艦寄港反対」などの記事で、

ヘーレーさんとは良好な関係ではなかったこ

とをきちんと理解しておらず、校正の依頼を

したところ、ヘーレーさんからエコーに記事

掲載の依頼があった。その原稿が、エコーに不

適切ということでお断りをした。へーレーさ

ん宅の玄関で色々やり取りをして、結局喧嘩

別れのような状態になった。１年生の時には

クリームソーダをご馳走になり、新聞の発送

をしたヘーレーさん宅には、この時以来、二度

とお伺いすることはなかった。 

５月からオリンピック特集号の取材開始、

全員で広告取り。オリンピック特集号を出し、

年 7 回発行できたこと。特集号は、上質紙で

４０００部印刷、全部売り切れたこと。 

立教祭には、松岡洋子さんの講演会として

参加。また SENA の講演会を立教大学で行い羽

仁五郎さんに講演をしてもらったことなど、

断片的だが様々な思い出がある。 

何年か前に、同期の飯干君のお姉さんから、

彼が亡くなったことの連絡を頂いた。彼とは、

４丁目付近の芝生で話をしていた時、意見が

分かれ取っ組み合いの喧嘩をした記憶がある。

そして彼の結婚式には福岡県飯塚まで夜行列

車で行って、夜行列車で帰ってきた思い出も

ある。式の前日、彼に飯塚の街を案内してもら

い、ボタ山の頂上から見た夕陽の綺麗だった

こと。街の中心部の飲み屋街のスナックに入

り、東京からのお客さんということでもてた

こと、披露宴では、エコーで習い覚えた、バナ

ナのたたき売りをやったこと。そんなことを

思い出しながら、彼の墓参りに行った。お姉さ

んの車で空港から飯塚まで行き、墓参りをし

て結婚式の時と同じように市内を案内しても

らった。その１週間後、飯塚の飲み屋街が火事

で焼落ちたことを知った時、私の青春の思い

出が、炎と共に大空高く飛んで行ってしまっ

たような気がした。 

大学時代 ゼミには入ったがあまり勉強は

しなかった。バイトも夏休みに、少しやった

程度だった。蔦の絡まるチャペルにも２．３

回入った程度だった。女性にも縁がなかっ

た。つまり私の大学生活は、立教エコーで始

まり、立教エコーで終わったような気がす

る。 

後藤（天野）八千代（昭和41年英卒） 

記事がうまく纏まらず、短い記事なのに気

が付けば徹夜をしていたこともありました。

論旨がしっかりしてないと良い記事は書けな

いと思い知りました。SENA委員をしていた
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時、夏休み中に関西のいくつかの大学との交

流会があり、生まれて初めて夜行列車で大阪

に行きました。聨合プレスは待ち時間がなが

く居場所がなくて、それがつらかった気がし

ますが、植字工の方たちはみんないい人でし

た。Heley先生のアメリカ人ぶりが懐かしく

思い出されます。生真面目で頑固でプライド

が高く、とっつきにくい気がしましたが、意

外とやさしい親切な面もありました。書いた

記事での想い出は「シェークスピアの生誕

400周年」です。一生懸命書きました。 

取材相手は鈴木大拙氏、カメラマンとして

同行しましたが、写真は真っ黒でした。岡本

太郎氏、ご自宅で取材OKとしたのは断るのが

面倒だったからと言われた。野際陽子氏、女

性ばかり４人でTBSのスタジオにいきまし

た。華やかで大人っぽい雰囲気に見とれてし

まいました。 

紺野（笹倉）浩子（昭和41年英卒） 

学生の中ではRIKKYO ECHOの知名度は

イマイチで、コーラス部と間違われたりした

ことがありました。発行の費用は、広告費と

大学の買い上げでした。そのため、発刊のた

びに全国の高校への発送が待っていました。

それもひと苦労でしたが、学生への立ち売り

はあまり売れませんでした。1964年の東京オ

リンピックが開催され取材しました。5年後

に再びオリンピックがくるとは、往時が思い

出されます。元気でいなくちゃ。ニュースデ

スクでしたので、原子力潜水艦の横須賀寄港

が話題でした。ヘーレー先生が時々部室に見

えられて文句（？）を言って帰られました。

川口先生はとても真面目で親切にご指導下さ

いました。廃部は寂しいことですが、大学の

情報はパソコン、スマホなど氾濫する情報伝

達手段でまかなわれ、新聞を取っていない若

者が多い時代ですから……。今の学生たちは

留学や海外体験で英語が身近になり、より高

いqualityを求めるのでしょうね。 

竹内 康起（昭和41年営卒） 

ケネディ大統領暗殺後の翌年 1964 年１月

に現地ダラスでその様子を取材し、立教エコ

ーに掲載した。市内至る所で記念品が売られ

ていた。暗殺事件翌日の新聞や故大統領の就

任演説のレコード盤は今も大切に保管してい

る。 

51 年前の 1964 年 10 月に開催された東京

五輪は在学中であり、立教エコーでスポーツ

紙面を担当していた。当時、アメリカの若き水

泳のホープ、ドン・シュランダーとのインタビ

ューを実現しようとしたが出来ず、彼の母親

に手紙を書いた。数週間後に“毎日愛する息子

は 1 万メートル泳いでいます”との自筆によ

る温かい手紙があり感動した。取材相手の想

い出は我々の先輩であり俳優の池部良さん宅

でのインタビューです。表玄関には外車が2台

置かれてあり、取材中、外国タバコ（洋モク）

を美味しそうに格好よく吸っていた姿は、ま

さにダンディな立教ボーイだった。後輩のた

めにわざわざ時間を割いてくれたことを今で

も感謝している。 

1980 年頃、野球部の土井正三さんに偶然に

も四谷荒木町のスナックで会った。東長崎の

立大野球部のグラウンドでインタビューした

思い出を彼に伝え、そしてまた、社会学部の同

じクラスに在籍していた佐藤栄見子さん（昭

40 卒）の話をしたら、彼女の話題でもちきり

だった。それから 1992 年１月 24 日、シカゴ

行き機内でミスタージャイアンツ・長嶋さん

と隣席で、土井さんの話や立教時代、野球部の

寮で世話係をしていた久保田さんのことを伝

えたら、長嶋先輩も当時を振り返り懐かしそ

うに微笑んでいた。 

我々の在学中の少し前、長嶋、杉浦、本屋敷

が活躍し六大学野球で黄金時代を享受してい
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た。早慶戦でないのにテレビでも中継し、強豪

立教の出現でメディアも大いに盛り上がって

いた。その後、学園紛争を経て当時の大学総長

方針でスポーツから学問優先に努めるとの方

向転換があり、その後の立教は取り柄のない

存在になった気もする？！神宮球場での応援

も、今は行く機会もない。 

池田正樹（昭和 41 年法卒） 

在部した 1962（昭和 37）年から 1966（昭

和 41）年の間は、三河島事故や鶴見事故など

国鉄の不祥事が相次いだのち、新幹線開業、東

京オリンピック開催といった悲喜浮沈の激し

い時期でした。その一方で、やがて始まる過激

な学生運動とは無縁の状態に身を置き、せい

ぜいアメリカの原子力潜水艦日本寄港反対運

動があげられるほどの、いわば無風・ノンポリ

の穏やかな学園ライフでもあったように思わ

れます。ただし、この原潜寄港反対運動は、エ

コーにとってはアメリカでの購読を勘案した、

微妙な対応を求められた出来事でした。 

2020年の再度の東京オリンピック招致決定

後は、その話題が出るたびに、あらためて大学

3 年当時のオリンピックをめぐるざわつきと

日本代表に選出された立教アスリートの動向

取材に明け暮れた日々が懐かしく頭をよぎり

ます。スポーツデスクに所属していたので、勝

てそうで勝てない野球部（悔しいことに卒業

した途端に優勝しています）、躍進のバスケッ

トボールチーム、氷上肉弾戦を繰り広げるア

イスホッケーチームの観戦記、ブーム到来以

前のゴルフ大会で快挙を成し遂げた女子学生

チャンピオンへのインタビューなど、次から

次へと多彩なイベントに追いかけられていた

ような気がいたします。 

スポーツデスクの顧問は、たどたどしい英

会話にも丁寧に応答してくださるデーター先

生でした。１年生の秋のころ、先輩に連れられ

て部員の添削原稿を受け取りに先生宅へ伺っ

たところ「これはどういうことなのか」といき

なりの逆質問。質問の趣旨は野球の記事に関

するもので「（キャッチャーが）ピッチャーに

サインを送る」という場面です。英文は「send  

a  sign  to  pitcher」となっていました。先

生にはなかなか理解していただけず、窮余の

一策、先輩はしゃがんでキャッチャーがサイ

ンを出す仕草を。すると先生は「Oh, give  a  

sign」と納得されました。日本語の直訳では意

味が伝わらないのだと、しみじみ感じ入った

ものでしたが、同時に目に見えない読者に対

する怖さを、ぼんやり受け止めていたように

思います。しかし、この時の状況は、なぜか明

確に思い起こすことができるのです。 

エコーは、年間 6 回の発行が通例とされて

いたようですが、小生らの 3 年時は 7 回に及

んだため、そのぶん印刷所通いも多いもので

した。印刷所の聯合プレスは、有楽町駅から新

橋駅に向かう国電の高架下に位置し、華やか

な商店街に連結しているのに妙に寂しい半地

下状の場所にありました。途中にちゃんこ料

理店があったような気もしますが、それは後

年に見た記憶と混同しているのかもしれませ

ん。 

室内には複数のライノタイプが設置されて

いて、文字を鋳造するカタカタという音が絶

え間なく響くノイジーな雰囲気が。むろん校

正室とて、その音から逃れる術はありません。

作業が 2 日間にわたることもあり、何となく

仕事の厳しさを味わい、プロの記者にでもな

ったような気分に浸ったものです。校正終了

後に仲間と立ち寄った高架下の一杯飲み屋で、

周囲を囲むサラリーマン諸氏のごとく「今日

は疲れたな」などと語らっていたりしたのも

印象に残っています。 

のちに実務として多くの印刷所と仕事をす

ることになるのですが、聯合プレスの職人さ

んはとても親切でやさしかったと痛感。もち

ろん、こちらが学生で半ちくだったからにす
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ぎませんが。 

在部以前の遥か昔より、納会やデスクコン

パなどでエコーの伝承芸（正しくは宴会芸）と

して披露されていたのが『バナナの叩き売り』

の口上でした。先輩のどなたにご教示いただ

いたのか不明で、しかも口上そのものも断裂

しておりますが、同期の「思い出アンケート」

編集幹事の市川均君の下命により往事を追懐

する縁として付記いたしました。叩き売りの

合いの手をたびたび担当願った、今は亡き同

期の飯干美邦君の笑顔が脳裏に焼き付くほろ

苦い大道芸もどきでした。 

本格的な口上はインターネットで見聞でき

ますが、英字新聞立教エコーの中で脈々と息

づいていたことに「学生の部活」の面白みを今

さらながらに感じているところです。「台湾で

黒い土人かよ」など、使用禁止語や意味不明な

言葉が続いて突っ込みどころ満載なのですが、

まずは無礼講でお許しくださいますよう。で

は、いざ。 

『バナナの叩き売り』口上／立教エコー版 

サアサア買いな サア買いな 

春３月の桜咲く  奥州仙台殿様に 

なぜに高尾は惚れなんだ 

キンキラキンのこのバナナ  これでも買い

手がないかいな 

これでも買い手がないならば  バナちゃん

の生まれを聞かしょうか 

生まれは台湾台中で  ほんのり色気がつい

たころ  黒い土人に見初められ 

またまた色気のついたころ  バナナ屋さん

に認められ 

国定忠治じゃないけれど  唐丸籠に乗せら

れて  金波銀波の波超えて 

洪波難破の波超えて  着いたところが門司

みなと 

そこでバナちゃん検査され  一等二等とあ

る中で  うちのバナちゃん特等よ 

とこ まけとけ五十と三  五十三次東海道  

昔はお籠でエッサッサ 

今じゃ開けて汽車電車  空にゃヒコーキ飛

んでます 

昔と今は段ちがい  段々ちがいを言うなら

ば  石段階段梯子段 

プラットホームにトラホーム  これでも買

い手がないかいな 

エイ まけとけゴンゴンと  ゴンゴン鳴る

のは寺の鐘 

寺の坊さん毛がないよ  うちのバナちゃん

もう毛（儲け）ない 

青野 圭成（昭和42年営卒） 

私は２年生の６月に遅れて入部しました。

各デスクのコンパに全部出席。二梃木君の

「ムーンリバー」にしびれました。 

文集では同期の名を織り込んだ「綴り方教

室」を企画、エスカレートして部員全員の名

を入れる事になりました。 

３年の時はモニターを「英語は私がやるか

ら」と言ってくれた佐野典代さんと 2人 3脚

でやらせてもらいました。新入生はとてもま

とまっていて、大変やりやすかった記憶があ

ります。 

器用な幡野君はレンゴープレスの仕事を全

部マスターしてしまい、ギリギリまで記事や

ヘッドの活字の変更まで出来るようになりま

した。 

夏の山中湖の合宿は雨にたたられて外での

行事は全部中止。鹿野君の歌う「エメラルド

の月」に救われました。 

トータルすると部室よりもはるかに長い時

間ウラの富士見荘に居たのは否めませんが、

それも含めて素晴らしい時間を過ごさせて頂

きました。 

小林 俊彦（昭和43年法卒） 

大先輩の長嶋茂雄さんとのインタビューで

ご自宅に伺った。会談後、お庭で記念撮影と
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なったが、当時私は熱烈な南海ファンでにっ

くき巨人のスター選手との写真には加わりま

せんでした。後年、長嶋さんにお会いした自

慢話は信じてもらえず、変な意地を張ったこ

とを後悔しました。英語でスポーツを伝える

のは難しく新聞づくりは中途半端でしたが、

人間関係は財産でした。下宿生活の私には立

教エコーは囲炉裏端のような存在でした。 

それから6大学野球で7シーズン振りに優勝

した記事が1面トップを飾り「やったぞ！」

という気分でした。日本ユースホステル協会

主催の「歩け歩け運動」の取材では、1年生

記者が神宮絵画館前から井の頭公園まで歩い

てルポしたことに感動しました。 

奥田（野村）和代（昭和43年英卒） 

半世紀も前にエコー中心に良き学生生活を

送れたことに感謝しております。今思えばエ

コーにいる間にもっと貪欲に英語も、時事問

題も勉強しておけば良かったと悔やんでいま

す。でも、楽しい4年間でした。 

松江（桐田）美知留（昭和43年英卒） 

3年の時、池部良さんに講演をして頂いた

ことが想い出に残ります。取材では加山雄三

さんが自分のブランド（のれんと言ってまし

た）に 誇りを持っているのが印象に残りま

す。私の学生生活はエコーに始まり、エコー

に終わったと言えます。 

大沢 敬一（昭和43年営卒） 

戸田の合宿で先輩とボートに乗ったこと、

立教祭でおでんの屋台をやる時、西武デパー

トの知人からテーブル、椅子を借りて学校ま

で運んだこと、インタビューでは知人の女の

子がNHKに顔がきいたので、尾上菊之助のア

ポがとれたこと等、思い出されます。映画の

記事は苦労しました。 

猪鼻 重寿（昭和43年営卒） 

立教祭の講演会で大先輩の池部良さんに白

羽の矢を立て直接電話してＯＫを貰いまし

た。講演内容の確認、宣伝ステッカーづく

り、入場者の確保、司会と大変でした。池部

先輩の風格、オーラに圧倒されました。謝礼

の五千円は固辞されました。同じ時、おでん

の屋台を出しましたが、全く前例がなくて材

料の仕入れ、ガス燃料、お鍋の用意、当番の

割り振りと手探りでぶつかりました。お客が

来てくれるか大変心配しましたが、予想以上

の大成功、売上も当時で2万円となりマネー

ジャーから感謝されました。池部さんも食べ

てくれました。立教祭打上げの時、先輩から

「お疲れさま、よく頑張ったな」と言われて

一気に涙が溢れたことを鮮明に覚えていま

す。コミッティの選出にあたり、逃げてしま

ったことを反省しています。その後50年間、

私のなかで「やらねばならない時は逃げる

な」という教訓になりました。想い出といえ

ば取材相手の年配女性からエコーは”Red 

Paper”と言われて、日本語だったら負けな

いのにと、同行のＵ君と後で悔しがったこと

がありました。 

川田 栄男（昭和43年営卒） 

英字新聞という言葉の響きにつられて入部

しました。英語で新聞作るなんてカッコいい

というミーハーです。結果は英作文の勉強で

した。でも、楽しかった。英語で新聞書いて

どれだけ読んでもらえたかと思うと「自己満

（昭和 41 年スポーツデスク コンパ） 
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足だったのかな」と思ったりします。でも青

春の良き思い出です。その後、「新聞原論」

なる勉強をしました。新聞が社会的公器だと

認識しました。先輩の市川さんのアドバイス

が思い出されます。原潜入港当時のヘーレー

さんとの軋轢、闘いは熱いものを感じまし

た。RIKKYO ECHOにもジャーナリスト魂があ

ることを実感しました。 

池田 成彌（昭和43年英卒） 

文化祭の４日間、おでんの屋台をやり、終

わった後はおでんを見るのもいやになった。

飲みに行ってもしばらくはおでんを注文しな

かった。インタビューで尾上菊之助さん、加

山雄三さん、白土三平さんにお会いしたのも

想い出です。立教エコーは授業より楽しかっ

た。 

濱本（新田）和子（昭和43年英卒） 

3年の立教祭でおでん屋を開き、おでんの

匂いが洋服に染み込んで、その後1年近くお

でんを食べなかった。取材で「みんなで歩こ

う大会」に参加して15キロ歩いて疲れたけ

ど、仲間の差し入れの昼食で元気を取り戻し

た。立教エコー、在学中は授業時間以外の生

活の中心、卒業後は友人関係の中心です。 

池田 幸禧（昭和43年営卒） 

神宮でボーリングをして何故か長時間歩い

たこと、6大学野球で優勝した記事が書けた

こと、巨人軍の長嶋茂雄さんの北沢の自宅に

行って居間でインタビューしたこと等々思い

出は沢山あります。 

 

佐藤秀夫（昭43年法卒） 

 私が入部した昭和39年4月は、10月の東京

オリンピック開催を控え日本国中が準備に勤

しんでいた時期でした。先輩諸氏の顔や、名

前も解らないまま、狭い部室に通っていたあ

る日、モニターの竹内さんより“オリンピッ

ク外国人観戦記”テーマに取材しようとのお

誘いを受け同行させて頂きました。外国人の

手懸りを掴む為、新聞、報道各社に問い合せ

た結果、当時ＮＨＫのスポーツアナとして活

躍されていた石田武アナ（俳優・タレントの

石田純一さんの父君）が協力するとの連絡を

受け、面会し事情説明した後、直ちに特派員

経由にて紹介されたのが1964年9月発行（オ

リンピック直前号）に掲載された2名のニュ

ージーランド女性でした。新聞掲載は、来日

前の手紙での質疑応答でしたが、来日後に直

接彼女達に面会し、同世代の会話（しかも英

語）を楽しんだことは今でも忘れられないこ

とでした。また竹内さんの流暢な会話には目

を見張る印象でした。この記事への参加はそ

の後の記事作成に私の心中には大きな影響を

与え、以後のエコー生活に大きな影響を与え

た一コマでした。 

川地 昌夫（昭和44年経卒） 

 英語にも新聞つくりにも、あまり興味がな

かった自分がエコーに入部したきっかけは、

高校時代のサッカー部の友人から神宮球場に

自由に６大学野球を取材できるとのことでし

た。当然のこととして、スポーツデスク担当  

として、野球、アメラグ、アイスホッケー、ボ

クシング等の取材に行きました。アイスホッ

ケー場の寒さが今でも印象に残っています。

また、２年の時に野球部が久しぶり優勝した

（昭和 43 年卒組を囲んでコンパ） 
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のは一生の想い出です。記事を書くにあたっ

て、時事英語やヘッドラインの勉強のために、

通学時東横線の車中で英字新聞ジャパンタイ

ムを読んでいました。今、思い出すと恥ずかし

くなってきます。当時のモニターの青野さん

から熱心に指導を受けました。 

2 年の秋に大事件が起きました。エディター

に選任されてしまいました。エディトリアル

を書かねばなりません。スポーツしか興味が

なかった私は、それから地獄の始まりとなり、

毎日新聞を隅から隅まで読み始めました。  

エディトリアルを書くのがさあ大変。原稿を

最初に義姉（大学教授）に記事とワードをチェ

ックしてもらい、真っ赤になり、次に顧問のへ

イレイ先生に内容をチェックされ、また真っ

赤になりました。そんなこんなで、ストレスが

たまり体調を崩したのもその頃でした。 

 一方、楽しいことはたくさんありました。歓

迎、追い出しコンパでは一気飲みして倒れた

先輩や得意の唄を披露してくれた先輩・同僚

に楽しませてもらい、合宿では新聞つくり、寸

劇では優秀賞を獲得し、ソフトボール大会、キ

ャンプファイアーではギターの伴奏できれい

な夜空の星を見ながらフォークソングを  

合唱し、青春真っ只中を過ごしました。また、

禁酒の合宿時の飲酒が見つかり叱られたこと

も今は良い思い出です。 

 以上のように楽しい出来事が大部分、少し

だけ苦労した、エコーの想い出ですが、一番良

かった事は、今でも毎年一年に一回、旅行（夫

婦で参加の方もおり）をする同期の友人や優

しく指導してくれた先輩や、可愛い後輩に出

会えたことだと思います。有難うございまし

た。 

宮川 愃靖（昭和45年経卒） 

立教祭で焼きそばがなかなか売れず、鈴懸

の道で大声をだして呼び込みをしました。多

少度胸もついて、その後プレゼン等にも役立

ちました。新聞発行の財源確保のため、大学

入試の要員アルバイトをしたのも想い出で

す。1967年にユニバシアード東京大会が開催

され、マイナーな種目を取材するのに競技ル

ールを調べながら記事を書きました。また、

応援団を取材した際は、周りを怖いお兄さん

達（？）に囲まれて殆ど取材が出来ず、記事

は没になりました。就職後、貿易部門に配属

され、エコーで覚えた英文タイプが大変役に

立ち、先輩社員からも重宝がられました。そ

んなことから、ずっと海外部門の仕事に従事

出来てエコーに大変感謝しています。 

石川 晃（昭和45年法卒） 

 私達が在籍していた時は、70年安保で学生

運動が盛んな時代でした。私がエコーに入部

したきっかけは、入学した年に六大学春のリ

ーグ戦に明治大学の友人とネット裏で観戦し

ていたが前半で勝敗がつき友人は帰ってしま

い、一人になった私は応援席に移り、同じク

ラスの柳君と出会い一緒に応援しました。槌

田、溜池、土井池の活躍があり、リーグ優勝

を見届けて応援席にいたエコーの皆とタクシ

ーで池袋に繰り出し、東武のビアガーデンで

祝杯を挙げ、途中部室にも戻り、飲み屋のハ

シゴを4，5件した記憶があります。１年生で

最後まで残っていたのは柳君と、まだ入部し

ていない私の２名でした。私は早速入部させ

て頂きました。学生生活の中でエコーに入っ

たお蔭で、毎日、エコーの仲間や先輩とのお

付き合いが多くなり、時間があれば部室を覗

き、学校裏の麻雀屋でのプレイを楽しんだ

り、喫茶店や食事など仲間との交流ができま

した。特に池袋や新宿の繁華街に出かけ、エ

コーの仲間と酒を酌み交わしながらも激論を

交わし、編集打ち合わせと銘打ってホテルニ

ュージャパンに住んでいる辻先輩の部屋に集

合し、赤坂の夜を楽しんだ事が思い出されま

す。私はアート面担当で４年間過ごしまし



54 

 

た。部門別編集会議を経て、各担当が取材翻

訳し英文タイプでゲラだしをして頁レイアウ

トをし、総合の編集会議を済ませ、ジャパン

タイムスの印刷所に持ち込み、活版の組み版

を立ち合い、責了を出し、印刷を依頼し発行

する。年に３、４回発行。取材は面白く、一

般に見ることが出来ない所まで見せてくれる

ので取材の特権を感じました。取材後、記事

を書き、英語辞書を引き、英文に翻訳して、

英文タイプでゲラ作成、その後日本語が通じ

ない外国人教授に英会話で説明をしながら、

ゲラを添削して貰い、英文タイプで修正原稿

を作成し、今思えば一生懸命活動していれ

ば、私の人生を変える程重要な経験だったと

反省しております。国立近代美術館の完成時

取材した時、秘密な場所など丁寧に案内説明

をしてくれたのはよく覚えています。兼高か

おる、野際陽子などインタビューも楽しい記

憶に残っております。特に松原智恵子をイン

タビューした時はよく覚えております。作家

などのインタビューが続き面白味がない堅い

人選が続いたので、同じ学生で活躍している

吉永小百合をインタビューしたかったが、遠

慮をして、学生で当時ブロマイドの売上一位

の松原智恵子をインタビューする事にしまし

た。日活撮影所に赴き、インタビューをしま

したが、予想以上にしっかりしていて良い女

性でした。渡哲也も近くで見えたのも印象的

でした。発行後の反省会では先輩達から芸能

新聞ではないとおしかりを受けました。しか

し販売部数は若干伸びたと記憶しています。

私は卒業後、日本紙パルプ商事に就職し、出

版社や新聞社に用紙を販売する業務に従事

し、エコーで経験した活版印刷、製版、組み

版など用紙販売に必要な印刷知識を体験でき

た事はありがたいと思いました。又エコーで

の経験が立教経済人倶楽部で会報委員として

20年近く役立ってきました。伝統のある立教

エコーに所属出来たことを誇りに、残りの人

生に自信を持って有意義な時間を過ごせるよ

う励みにしていきます。 

鈴木 英二（昭和46年営卒） 

英語で文章を作るのがつらかった。もとも

と、高校は写真部でばったり安藤さんとお会

いしたのが運のつき、部室に連れ込まれてエ

コーで写真を撮れとのこと、いつも強引で

す。立教祭で北欧風スナックといいながら焼

きそばを売りました。2年生の後半からマネ

ジャーを引き受けて、広告取り、ジャパンタ

イムスとの印刷代の価格交渉、合宿計画の作

成と多忙でした。新聞発行には財源が必要で

したので、毎日歩き回りましたが先輩の紹介

で本田技研工業を開拓出来ました。結局卒業

後も広告代理店に入り一生の仕事になりまし

たが、ホンダさんが一番長いクライアントに

なりました。取材では世界反戦デーの新宿騒

動の際、新宿東口を埋めた学生たちの撮影を

していたら、新大久保方面から機動隊がザッ

クザックとやってきて、地下道に逃げたので

すが催涙弾を打ち込まれました。涙の出る想

い出です。 

芳泉 恒夫（昭和46年経卒） 

エコーの4年間、楽しい時間でした。特に3

年次は学校がロックアウトで殆ど授業がない

時に、山小屋に行くと同期や先輩、後輩と話

ができたことが思い出されます。鈴木さん、

秋葉さん、横田さん、古賀さんとよく麻雀を

して、たくさん負けました。記事は初めて書

いた時、顧問の先生に直されて原型を留めて

いませんでした。 

内田 ひろ子（昭和46年英卒） 

大学の教室で得られた事も大事だったと思

いますが、立教エコーで出会えた方々から得

られた事はとっても大きかったと思います。

卒業から40年以上たちますが、先輩、同期、

後輩と出会う機会があると、あの当時にすん
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なりタイムスリップしてしまいます。取材で

はユニバシアード東京大会で、選手村に行っ

たり、閉会式を見たりしました。東京オリン

ピックの時のように各国選手が入り乱れて入

場して、スポーツによる友好を感じました

が、そのうちに一部の選手が国旗を燃やし始

めて混乱のうちに終了してしまいました。体

育会の取材ではアメフトの試合前、選手紹介

で紙張りのフレームに飛び込んで選手が登場

する趣向でしたが、わが校の最初の選手が飛

び込んだら打ち所が悪くて気絶して、担架で

運び去られました。試合結果は押して知るべ

しでした。アイスホッケーは日大との対戦で

立教の控え選手は2～3人、日大はうようよ数

え切れないほど居ました。神宮球場は記者席

によく行きました。ある時、先輩女性がおも

むろに「ストライクとボールって何のことで

すか？」と聞かれみんなでずっこけました。 

諏訪（今井）美草（昭和46年英卒） 

特にやりたいことがあって入部したわけで

なく、熱心とはいえない部員でしたが、記憶

を辿ってみると楽しかった思い出が次々に蘇

ります。学生時代のかなりの時間をECHOで、

山小屋で過ごしたのだと改めて感じます。た

だ、今とは違う若者の視点で、もう少し社会

にも目を向けて取材活動を行えば良かったと

残念に思います。思い出すことは有楽町の聨

合プレスでの校正作業、立教祭での焼きそば

作り、ミッチェル館で平木先生に添削して頂

いたこと、小田急百貨店オンワード売り場で

新聞発行の資金稼ぎのアルバイトをしたこと

等です。取材ではユニバシアード東京大会で

代々木の選手村にいったこと、神宮球場でス

コアカードをつけたこと等が思い出されま

す。 

秋葉 善功（昭和46年経卒） 

同期は皆、素敵だったなと記憶の奥底に残

っています。何が楽しかったかは不確かです

が、とても居心地の良い処でした。部活動に

はあまり積極的でなかったのですが、立教祭

でアイスクリームを売って利益に貢献しまし

た。鈴木さんとの麻雀だけは鮮明に記憶に残

っていて、負けてばかりでした。 

河村 喜裕（昭和46年経卒） 

RIKKYO ECHOは学生時代そのものでした。部

室よりウラの雀荘でのミィーティングが多か

ったように思いますが、諸先輩、同期の方々

に大層かわいがって頂きました。新聞発行資

金確保のため、学生部の入学試験や入学手続

きのアルバイトをやりました。自分が入学す

るとき高校のクラブで１年先輩の保倉さんが

このアルバイトをしていてエコーに誘われま

した。その出会いがなければエコーには入っ

ていませんでした。部室に空き巣が入り、ラ

ジオやテレコを盗まれました。警察からの連

絡でそれが質屋に出ていて買い取らなくては

ならなくなりました。取材の想い出では６大

学野球で優勝目前となり、それを前提に当時

巨人軍の土井正三選手に渋谷の喫茶店でイン

タビューしました。帰りに何故か後楽園球場

までタクシーに同乗させてもらいました。残

念ながら優勝を逃して記事は没となりまし

た。SENA委員をしていた関係で、明治、中

央、同志社、関学のEDITORとは、今でもお付

き合いがあり、年にいちど旅行に行ったりし

てます。 

山田（武田）米代 （昭和46年英卒） 

華やかな西銀座デパートを抜けると、薄暗

く埃っぽい聨合プレスがあって、校正作業を

しました。夜、遅くなることが多く、当時品

川発23:25の電車をよく使いました。一両に

女性は２～３人。それから20年ほどたったあ

る日、同じ電車に乗りましたら、一両の半分

は女性でした。時代の流れを感じました。劇

団「雲」の松橋登さんとのインタビューの後

「質問があっちへいったり、こっちにきたり
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学生だから黙っていたけど、もっと一貫性を

持った質問をしなければダメだよ」と諭され

ました。校門前のジャズ喫茶にＳ君に呼び出

され『君の先輩に対する言葉づかいはなって

いない』と説教されました。それから、ある

日部室に行くとＹ君が『食べる物を買うお金

もない。すぐ返すから50円貸して！』と言わ

れた。間もなく袋一杯チョコレートなどを詰

め込んで帰ってきた。ビックリ！         

豪州の日本人学校でPTAの広報を担当しまし

た。学校にはInternational校が併設されて

いたので、英語と日本語での広報誌を発行。

ECHOの延長のようでした。現在もボランティ

ア活動で、記録程度の機関紙編集に携わって

います。 

下林 正博（昭和46年教卒） 

もう亡くなられましたが一期上の柳市三郎

さん（いちさん）から新聞を作る上での色々

なこと、人生を生きていく上での色々なこと

をお教え頂きました。コンパでは応援歌を歌

いました。まだ、歌えます。男子だけの時は

春歌もよかったし、バナナの叩売りの口上も

懐かしいです。記事は今の大学生なら語学力

もあって充実した新聞を作れるかもしれませ

んが、当時の小生は全てドタバタで英語の文

章らしいものを作るのが精一杯、それも顧問

の先生の手を煩わせると原型を留めていませ

んでした。取材では作家の遠藤周作さんに

TBSの近くでインタビューしました。先生の

作品を多く読みだしたのは大学を卒業してか

らで、当時、もっと読んでいればよかったと

思いました。立教エコーは懐かしく貴重な想

い出です。普段それに耽ることはありません

が、それだけに心に大切にしまってありま

す。近頃はまた、神宮球場で母校の試合をみ

たいなと思うことがあります。 

 

立石（梅原）明子 (昭和46年英卒） 

学園紛争の最中、部室に入り浸って皆でよ

く話しました。先輩達の意見がとても参考に

なりました。その中でどなたかが「ここはサ

ロン化している」と言った言葉が印象的でし

た。本当に居心地のよいクラブでした。「英

字新聞」を発行するクラブではあったけれど

部室に入り浸って、そこから一日が始まるよ

うな場所でした。先輩、同期との交流で少し

づつ大人になっていった気がします。取材で

は女性役員として話題になっていた高島屋の

石原さんにインタビューしました。パワフル

な方という印象でした。でも、どういうわけ

か没になり大変失礼しました。立教エコーは

学生時代のほとんど全てといっても過言では

ありません。今に至るまで当時の仲間との交

流が続いています。 

鹿子木 務（昭和47年法卒） 

「立教エコー」＝「大学そのもの」＝「青

春そのもの」でした。 

島崎 敏彦（昭和52年法卒） 

エコーを一時離れてBSAの活動に専念した

ので、記事は１回しか書いていません。今、

思うとその記事の内容が障碍者への就労支援

だったのですが、それが就職先の選択に大き

な影響を与えたと思います。顧問の平木典子

先生には英文の添削をして頂きましたが、戻

ってくると真っ赤になっていて、自分の英語

力のなさにがっかりしました。 

宮内 浩司（昭和 54 年法卒） 

部室が学食の隣だったので、大変便利でし

た。部員が少なかったのですが、いい先輩がお

られ麻雀とお酒を教えてもらい、楽しい想い

出です。JTB に入社して、5年先輩の松崎俊夫

様がおられて、また、そのお嬢様も JTB で大

変お世話になりました。 
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玉置 直司（昭和 58 年法卒） 

 エディターに選ばれましたが 3 年の途中で

留学したためエコーを離れました。以降米国 4

年、韓国 12 年と卒業後半分を海外で過ごすこ

とになりました。2015 年に吉岡総長がソウル

にいらした際、ロッテホテルで盛大に同窓会

が行われ出席しました。吉岡総長は 2 年生の

とき、助手として赴任されてきて、「有賀ゼミ」

の担当にもなりました。ゼミのあと、新宿で飲

んだり、ゼミ旅行に行った想い出があり、40 年

ぶりにいろいろな話をお互いうつろな記憶を

辿りながら交わしました。 

三品 孝文（昭和 63 年経卒） 

私の代は実質的に山本亮と私の2名だけで、

かつ亮はオーケストラ、私はバドミントンサ

ークルと二人とも掛け持ちで、優秀な先輩、後

輩の援助で年 2 回どうにかこうにか新聞を発

行するだけで精一杯でした。それでも、休刊や

廃刊などという選択はなく、内容はともあれ

完成した時の達成感は何物にも代えがたいも

のでした。このように無くなってしまうと、私

の代で歴史を途切れさせずに最低限の責任を

果たすことができて本当に良かったと思って

います。私事ではありますが、平成 25 年から

2 年間福島大学大学院に在学しておりました

が、修士論文をまとめる際には、エコーでの取

材の経験がたいへん役に立ったと思っており

ます。 

今村 純（平成元年日文卒） 

個人的には、２年生のときに英仏に一人で

旅行をしたのですが、その時の紀行文を紙面

４分の１ほど頂いて書いたのが想い出です。 

小島 信孝（平成元年経卒） 

特筆するような思い出をあげるとしたら、

当時日本テレビの売れっ子アナウンサーだっ

た井田由美さんと何人かで食事したこと。同

期が取材でインタビューしたのがきっかけな

のでしょうが、よくぞ忙しい方をお呼びでき

たものだと感心しました。どんな話をしたか

忘れてしまいましたが、井田さんはテレビで

観る通り素敵な方でした。 

吉田（安養）千恵（平成 2年英卒） 

先輩方の存在は有難かったですね。特に一

般教養の試験の時。取材では東京グローブ座、

はとバスの記事が想い出に残っています。

SENA の関係で早稲田とか青山学院、中央、な

ど他大学の方との交流もありました。 

今野（鈴木）敦子（平成 5年英卒） 

学生時代の 4 年間を共に過ごした大きな拠

り所です。ご縁があって一緒に活動した先輩、

同期、後輩のメンバーとは日常は限りなく緩

く繋がり、とりとめもなく時間を過ごしまし

たが、いざ新聞発行となると、その同じ使命に

燃えて一丸となる、切磋琢磨し合える時間を

共有しました。新聞は紙で「形」として完成す

るので、他のクラブ活動と比較すると達成感

が目に見えるものであり、仲間との苦労もそ

こに凝縮して確認できるのも続けられた理由

でした。現在はすっかりデータ化された情報

に慣れてしまっていますが、当時は刷り上が

った新聞（それも格好のよい英文）を誇らしく

感じていました。 


